
 

 

 

 

こころや身体が「揺れる」ことができるのは、強さだなあ、、と、ぴっぴの子どもたちやスタッフを

見ていて思います。最近、「揺れる」についてずっと考えています。 

 ＊ 

当たり前なのですが、呼吸によって、心臓の鼓動によって、身体はいつも揺れています。 

赤ちゃんのときは、リズミカルに自由に呼吸をし、音楽の波動がくればそれに合わせて楽しそうに

揺れます。それがいつしか、大人になる過程で、勉強をしながら硬直し、タスクに追われて緊張し、

呼吸がつまり、自由に身体を揺することができなくなっていく。 

自分もそんな大人のひとりだったなあ、と思います。 

 

わたしが保育の世界に飛び込んだのは、5 年前。 

それは、常に動き続け、遊び、感情を放出して、変わり続ける子どもたちの輝きに魅せられて、自

らの内にもう一度、その命の躍動を見出したかったのかもしれません。 

それ以来、本当に「揺れる」ことばかりです。 

 ＊ 

先日、千曲市で開催されている画家・白井ゆみ枝さんの個展に行ってきました（今ぴっぴの黒板の

よこに大きなポスターが貼ってあります）。 

ゆみ枝さんは、今年ぴっぴの森でスタッフの聖子さんが行った「自然のなかで自分たちだけの舞台

を創ろう!」という連続ワークショップで、色の担当をされた方です。巨大なまるい絵を描かれてい

て、その個展に添えられたフレーズは、 

「うごめく 息づく ころがっていく」。 
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千曲川や森の中でインスピレーションを得て描いたという作品は、色彩が豊かで明るく、ハッとす

るような命の眩しさを感じる一方で、枝や水滴、蜘蛛の巣、花や花粉、というモチーフは、いつし

か、細胞、血管、神経、粘膜、粘液、と自分の奥深くに息づく自然と重なり、体内のねっとりした

生々しさや、命への畏怖の念も感じます。 

 

まるい大きな絵の前に立つと、見ているというよりも、体験している感じ、入ってしまうような感

覚です。静止画のうごめきが止まらず、入ってしまえばゆだねるしかなくなり、揺れて揺すられて、

聖と俗、明と暗、相反するものが調和し、踊り始めます。 

 

連れていった子どもたちも、いつしかそのまるい世界の中で揺れはじめ、天地の感覚が揺さぶられ

たのか、床に転がりはじめました。そして、ついには作品の前で踊りはじめました！ 

ひとりはバレエ、もうひとりはヒップホップ。4 年生女子、はっちゃけるのにブロックがかかるお

年頃ですが、何がそうさせたのかな？ 

 

このまるい絵は、転がしながら簡単に運べるそうです。命の小宇宙がころころ移動できるなんて、

なんだか、シュールでかわいらしい。 

 

＊ 

 

ぴっぴの子どもたちも、日々、風に揺られ、雨や雪に揺さぶられ、感情に揺られ、登って、すべっ

て、ころんで、ころころころがって。 

自由のための不自由、安全のための危険、平和のための喧嘩。相反するものをまあるく受け止めて、

この世の中で生きる強さを身につけているのだなあと思います。 

 

私はどうだろうか。立ちすくむ日もあります。でも、揺れながら、その先へ、その先へ、未知の道

を歩んでいたら、いつか踊れるようになるかもしれない。 

自然や子どもたちが、いつも私のダンスの先生です。 

 

 

ぴっぴスタッフ・おおくり呼吸の時間 担当  

西川 真木枝 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


